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災害医療に関する
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県民健康管理調査

「県民健康管理調査」の目的・推進体制

【調査の目的】
東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故による県内の放射能汚染

を踏まえて、長期にわたり県民の健康を見守り、県民の安全・安心の
確保を図ることを目的として、全県民を対象とする福島県「県民健康
管理調査」を、福島県から受託して実施している。
この健康管理調査を通して、継続的な調査・健診を実施し、健康被

害の早期発見、早期治療、さらには研究・教育・診療体制を整備しな
がら、将来にわたる県民の皆様の健康増進につなげていく。

【推進体制】
放射線被ばく対応に関する有識者で構成する福島県「県民健康管理調

査」検討委員会の指導・助言のもと、福島県と一体となり推進している。
本学の推進体制としては、平成23年 6月から専従職員を配置するとと

もに、 9月には「放射線医学県民健康管理センター」を立ち上げ、さら
に、平成24年 4月からは、専従の事務局として「健康調査課」を発足さ
せた。
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県民健康管理調査

基本調査（健康を見守り続けるための「基礎」となる調査です）
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【目 的】

各個人が受けた放射線による外部被ばく線量を

推計するため、行動記録を記入していただく。 推

計結果は各人にお知らせし、外部被ばく線量を知っ

てもらうとともに、長期にわたって実施していく詳細

調査や各人の健康管理における基礎資料とする。

【対象期間】

平成23年3月11日～7月11日 ４ヶ月間

•【対象者】

【調査のスキーム】

問診票（行動記録）

平成23年3月11日～7
月1日に県内に住民登
録があった方

県外居住者

平成23年3月11日～7月1日に県内
に居住していたが、住民登録が県
外にある方

平成23年3月11日～7月1日に県内
に通勤通学していた県外居住者

平成23年3月11日～3月25日に県内
に一時滞在した県外居住者

行動記録による外部被ばく線

量の推計・食事の状況等

問
診
票

結果
通知

被ばく
線 量
推 計

先行調査

川俣山木屋地区
浪江町・飯舘村

約 29,000人

全県民調査

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
問

診
票
を
お
送
り
し
て
ま
す
。

基本調査問診票の行動記録を基に、放射線医学総合研究所（放医研）の「外部被
ばく線量評価システム」により、個人ごとの外部被ばく線量を推計する。
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甲状腺検査 １ （子どもたちの健康を長期的に身守ります）

１ 調査目的

チェルノブイリ原発事故では事故後4～5年後小児甲状腺がんの発生が報告されたことから、子

供たちの甲状腺への放射線の影響が心配されています。そのため、現時点での甲状腺の状況

を把握するとともに、生涯にわたる健康を見守り、本人や保護者の皆様に安心していただくため、

平成23年10月より甲状腺検査を実施している。

２ 実施計画等
(1) 対象者 ： 平成２３年３月１１日（震災時）に０歳から18歳までの全県民約36万人（県外避

難者も含む）

(2) 検査方法： 甲状腺の超音波検査を実施し、一定以上の大きさの結節や嚢胞性病変等

が認められた場合（B判定）や甲状腺の状態等（C判定）から、福島県立医科大学 附属病院

等におい て二次検査（詳細な超音波検査、採血、尿検査、必要に応じて細胞診等）を実施

する。

甲状腺超音波検査甲状腺超音波検査

A1判定

A2判定

B判定

C判定

平
成
26
年
度
以
降
本
格
検
査

二
次
検
査



甲状腺検査 2
県民健康管理調査

■スケジュール及び対象者

事 項 時 期 実施場所 対 象 者

↑

検査
１回目

↓

先行検査
平成２３年１０月

～11月
福島県立医科大学

計画的避難区域（以下「先
行区域」という。）の対象
者の一部（川俣町山木屋地
区、浪江町、飯舘村）

全 県
先行検査

平成２３年１１月
～平成２６年３月

保健センター、公民館、
学校等の施設
福島県立医科大学医師
等の派遣、県内外の医
師等の協力により実施

先行区域内の未実施者
及び先行検査以外の対象者

２回目
以降

全 県
本格検査

平成２６年４月
以降

県内の検査拠点施設や
県外の医療機関等

上記「対象者」全員
※20歳までは２年ごと、そ
れ以降は５年ごとに検査を
実施

・平成23年度末までに国が指定した避難区域等の対象者47766人のうち38114名の検査を実施した。
平成24年度の対象者数は約160、000人である。現在、福島市の検査実施中である。

「避難区域等」田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、
葛尾村、飯舘村の全域及び伊達市の一部（特定避難勧奨地点の属する区域）



県民健康管理調査

健康診査１（生活習慣病予防や様々な疾病の早期発見・早期治療につなげていきます）

１ 調査目的

今回の東日本大震災とそれに続く福島第一原子力発電所事故により、国の警戒区域等に
指定された区域に居住していた住民を中心に生活スタイルが今までとは全く異なるものと
なったり、その食生活や運動習慣などの生活習慣にも大きな変化があったり、さらには、受
診すべき健康診査も受けることができなくなるなど、自分の健康に不安を抱えている状況に
あります。県民の健康管理を図るためには健康状態を把握し、生活習慣病の予防や疾病の
早期発見、早期治療につなげていく必要があることから、避難区域等の住民の方々に健康
診査を実施している。

２ 実施計画等
(1) 対象者

平成２３年３月１１日（震災時）に警戒区域、計画的避難区域、緊急時避難準備区域に指定された

市町村及び特定避難勧奨地点の属する区域（以下「避難区域等」という。）に住民登録があった住

民並びに基本調査の結果必要と認められた方

(2) 健康診査の項目

年齢区分 検査項目

0歳～6歳
（就学前乳幼児）

身長、体重、
血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロビン、血小板数、白血球数、白血球分画）

7歳～15歳
（小学校1年生～中学校3年生）

身長、体重、血圧、
血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロビン、血小板数、白血球数、白血球分画）
[希望による追加項目]
血液生化学（AST、ALT、γ-GTP、TG、HDL-C、LDL-C、HbA1c、空腹時血糖、

血清クレアチニン、eGFR、尿酸）

16歳以上

身長、体重、腹囲（BMI）、血圧、
血算（赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロビン、血小板数、白血球数、白血球分画）
尿検査（尿蛋白、尿糖、尿潜血）
血液生化学（AST、ALT、γ-GTP、TG、HDL-C、LDL-C、HbA1c、空腹時血糖、

血清クレアチニン、eGFR、尿酸）
※下線部は、通常、特定健康診査では検査しない追加項目



15
歳
以
下

県内居住者

県外居住者

県内指定医療機関(102)での小児健診

県外指定医療機関(232)での小児健診

16
歳
以
上

県内居住者

県外居住者

市町村が実施する特定健診・総合検診
での検査項目上乗せ健診

県民健康管理センターが実施する集団健診

県内指定医療機関での個別健診（実施に向
けて調整中）

県外指定医療機関(302)での個別健診

15歳以下の小児と、16歳以上の県外居住者には、指定医療機関での個別健診を実施しています。
16歳以上の県内居住者には、3種類の健診方法(「市町村が実施する特定健診・総合健診での上
乗せ健診」「県民健康管理センターが実施する集団健診」「県内指定医療機関での個別健診
（予定）」）で実施しています。

健康診査 2 （実施体制）



県民健康管理調査

こころの健康度・生活習慣に関する調査 １（こころの健康度や生活習慣を把
握し、適切なケアを提供します）

１ 調査目的

チェルノブイリ原発事故の健康への長期的影響として、心身における変調が主要な問題の一つ

として指摘されているところである。福島県の県民においても、放射線への不安や避難生活等によ

り、精神的な苦痛を受けていることが予想される。 また、このたびの大震災により、近親者が亡く

なったり、家屋などの財産を喪失したり、恐怖体験をすることにより、心的外傷（トラウ マ）を負った

県民も多いと予想されることから、県民のこころの健康度や生活習慣を把握し、適切なケアを提供

するため、「こころの健康度・生活習慣に関する調査」を実施する。

２ 実施計画等

1) 対象者

避難区域等の住民及び基本調査の結果必要と認められた方

〔避難区域等〕広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村、
南相馬市、田村市、川俣町の全域及び伊達市の一部（特定避難勧奨地点関係地区）

2)  調査方法

対象者に対して、調査票（自記式または保護者回答）を郵送す

3) 主な調査項目

・現在のこころとからだの健康状態について
・生活習慣について（食生活、睡眠、喫煙、飲酒、運動）
・最近半年の行動について
・東日本大震災の体験について など



対象者 記入後、本
センターに
郵送

専
門
的
支
援
が
必
要
な
場
合

こころの健康
支援チーム

生活支援等の
サポートが必要な場合

市町村と連携

地域の登録医師をご紹介

医師の診察が必要な場合

市町村

登録医師専
門
家
に
よ
る
ケ
ア
が
必
要
な
場
合

福島県立医科大学病院
「心身医療科」

「こどものこころ診療センター」

放射線医学県民健康管理センター

調査票でお答えいただいた内
容から、専門的なこころの支援
が必要と判断した方には、臨床
心理士、保健師による「こころ
の健康支援チーム」からお電話
させていただきます。

こころの健康度・生活習慣に関する調査 2

「調査標」
を対象者に
送付
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妊産婦に関する調査 1（妊産婦さんの健康を見守っていきます）

１ 調査目的

東日本大震災及び福島第一原発の事故の影響により、妊産婦の方においては、医療機関の変更
や定期受診等ができなくなるなど、ご自身やお子様の健康管理が十分に行えない状況にあるとと

もに多大な不安やストレスを抱えている。これらを踏まえ、妊産婦の方を対象に、健康状態等を把
握して今後の健康管理に役立てていただくとともに、これから新しく福島県内で分娩を考えている
方たちへ安心を提供し、今後の福島県内の産科・周産期医療の充実へつなげることを目的に、

「妊産婦に関する調査」を実施する。

２ 実施計画等
(1) 対象者

○ 平成２２年８月１日から平成２３年７月３１日までに、県内各市町村において母子健康手帳を交
付された方

○ 県外市区町村から母子健康手帳を交付された方のうち、県内に転入または滞在して3月11日
以降に県内で妊婦健診を受診や分娩した方（いわゆる里帰りをした方）

(2) 調査方法
対象者に対して、「妊産婦」に関する調査票を郵送し、自記式により調査を実施する。

(3) 主な調査項目
・震災後の妊娠健康診査の受診状況について
・出産状況について

・妊娠経過中の健康状態について
・妊産婦のこころの健康度についてなど



②記入後、本セ
ンターに郵送

④メールによる
支援

対象者

放射線医学県民健康管理センター
①「調査票」等と
「心の健康サポート
ブック」を対象者に
送付 支

援
が
必
要
な
場
合

③助産師・保健師
等による電話支援

①県民健康管理センターから対象者に「妊産婦に関する調査についてのお知らせ」と「調
査票」をお送りします。その際、「心の健康サポートブック(福島県児童家庭課発行)」を
同封します。

②ご記入いただいた後、県民健康管理センターに郵送していただきます。

③その内容をもとに、支援が必要と判断された方に対して、助産師・保健師等からお電話
を差し上げます。

④さらに、いつでもご相談に応じることができるようメールによる支援体制を整えていま
す。

妊産婦に関する調査 2（妊産婦さんの健康を見守っていきます）



県民健康管理ファイル



みなさまの健康を、長期にわたり見守ります。

県民健康管理調査

ご清聴ありがとうございました


